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○ 概 況 2005年に、旧大根占町と旧田代町が合併

○ 人 口 ６,２６３人（2024.4.1）

○ 高齢化率 ４８.３％（2024.4.1） → 鹿児島県内で第２位の高さ

○ 認知症の方の人数 ４８５人(2024.9.1) → 高齢者の6.2人に１人、町民の12.9人に１人

（日常生活自立度ランクⅠ～Ⅲ：９１．２％）

錦 江 町 の 概 況



認知症フレンドリーな錦江町を目指して

① 普及啓発

全ての町民さんに認知症や認知症の人に対す
るこれまでのイメージを変えていただく！

② 認知症カフェ

認知症があっても、やりたいことにチャレン
ジし、社会や当事者同士でつながっていける
場所・仕組みをつくる！

③ まちづくり

認知症があっても、少しでも生活しやすく、
使いやすいまちに変えていく！



○ 令和２年度まで

・誰でも参加自由

・認知症当事者の家族が

話しづらい雰囲気

認 知 症 カ フ ェ

○ 令和３年度から

・認知症当事者とその家族だけの

ミーティング型のカフェを開催

・ご本人の声を聞くことに悪戦苦闘

オレもボケが進
んできたわ～

痴ほうにだけはな
りたくないねー

特に困っている
ことはないな～

話しづらいわ～



○ 新たな挑戦

・自己選択・自己決定を重視した活動型プログラム

○ 地元の小学校でのボランティア作業

①「みんなでおしゃべり」 ②「花の苗の植え替え」

・経験を活かして作業、子どもたちが作業をサポート

・満面の笑顔や楽しそうな声

・スタッフとしても初めて手ごたえを感じる

・選択方式による本人の声の聴取

○ 振り返りタイム

・「子どもたちと遠足」、「子どもとゲームをしたい」

・初めての意思表示

認 知 症 カ フ ェ



小学校での共同作業や子供たちとの交流を通じて、
・人の役に立つことの喜び（生きがい）
・メンバーさん同士の仲間意識、お互いを思いやる気持ち

が確実に醸成

 今後の認知症カフェのキーワード

① 自己選択・自己決定
② 社会貢献や仲間意識の醸成につながる共同作業
③  子どもたちや事業所等との交流

認 知 症 カ フ ェ



○ 次のステップへ
「社会とつながるカフェ」本格始動（令和６年４月～）

・第１・３・５水曜日 ⇒ 従来の「当事者同士でつながるカフェ」
・第２ ・ ４ 水曜日 ⇒ 「社会とつながるカフェ」

＝ 事業所と連携した「ハタラク」取組

○ 地元のスーパーでの野菜等の陳列作業

① 野菜等を袋に詰めて ② 値札やシールを貼り ③ 店内に運び、陳列

認 知 症 カ フ ェ



○ 「ハタラク」取組の進め方

① 新メニューについては、メンバーさんたちに、選択メニューのひとつとし

 てお示しし、４～５回ほど、無償ボランティアで体験。

② メンバーさんたちが望まれる有償化の形を、メンバーさんたちからお聞きする。

（お金？ お金ならいくら？ 飲み物の提供？・・・など）

③ メンバーさんたちが望まれる有償化が実現可能かどうか、メンバーさんたちと

 いっしょに、事業者と交渉を行う。

         ○  交渉成立     ⇒ 有償ボランティアへ

         × 交渉不成立   ⇒ 無償ボランティアとして、選択

 メニューに残すかどうか、ご相談 

認 知 症 カ フ ェ



○ 有償ボランティア第１号「新鮮俱楽部おおやま」さんでの取組

① メンバーさんのご希望を伺い、一緒に、店側と交渉した結果、

メンバーさんたちのご希望どおり、「同店で販売している飲み物

のうち、お好きな飲み物１本を謝礼としていただく」

ことに決定

② ①に加え、お店側のご厚意で、

「おおやまでの作業に２回参加するごとに、同店の商品券

５００円分を贈呈していただく」ことをプラス

認 知 症 カ フ ェ



○ 積み木プロジェクト

・「ハタラク」取組に参加したいけど、足が痛くて参加できなかったり、

 外に出たくないメンバーさん向けに選択肢にプラス（令和６年９月～）

・町内の木材加工事業者さんから無償提供していただいた錦江町産木材の端材をサンドペーパー

で磨き、安心・安全な積み木を製作

→ 昨年は、田代こども園や大根占子育て支援センターで交流した子どもたちにクリスマスプレゼント

認 知 症 カ フ ェ



○ 認知症フレンドリーコミュニティ（DFC）推進チーム「チーム あ!! to HOME」

・様々な分野において、様々な視点で取り組む

・一緒にアイディアを出し合いながら、取組を進めていく

・「認知症フレンドリーパートナー養成講座」を受講した方から募集

○令和６年４月現在の推進チーム員の状況
医療（８）、介護・福祉（９）、学校（１）、金融機関（１）、小売（5）、
青年団（１）、一般町民（５）、町議会議員（３）、地区公民館（１）、
民生委員（１０）、在宅福祉アドバイザー（２）、NPO法人（５）、
地域おこし協力隊（３）、役場若手職員等（１１）、その他（１）

計 ６６名

ま ち づ く り



○ 認知症当事者の声を根拠に、町民主体で進める「Our Project」の検討

ま ち づ く り



○ 第１回：「当事者の皆さんは何がしたいのか、共に何ができるのか」を議論

○ 第２回：意見を７つに集約し、取り組みたいテーマを自己選択・自己決定

 最終的に６つに再集約

○ 会議体制

・月１回のリーダー会議

・３か月に１回の全体会議 → 各プロジェクト間で情報交換

○ 第３回：６つのグループがひと月間「Our Project」を検討し、発表

ま ち づ く り



（令和６年５月19日）

（令和６年５月24日）

ま ち づ く り

○ 改めて、認知症カフェの当事者メンバーさんとチーム員との交流会を開催

○ 交流会の結果を踏まえて、今後の活動の方向性をそれぞれのチームで再検討



Projectの目的 これまでのチーム活動

❶ 交流事業（場所）の開発 ○ チーム名：あいま
○ 無人販売所やキッチンカーを活用

した交流拠点づくり

❷ 交流事業（他・多世代交流)
 の開発

○ チーム名：風は南から
○ 農作物の植付・収穫共同作業等を  

通じた交流機会の確保

❸ 社会参加の推進 ○ チーム名：プロジェクトX
○ ゆうゆうカフェメンバーの社会参加

推進への挑戦

❹ 趣味活動の開発 〇 チーム名：なんでもやってみよう会
○ 町内の観光スポット、お花見できる   

場所リストづくり

❺ 外出手段の開発 ○ チーム名：スーパーマン
○ コミュニティバスの路線見直しや

あいのりタクシーの普及啓発等

❻ 広報活動・サポート活動 ○ チーム名：KINKOU少年団
○ ゆうゆうカフェやサロン活動等のPR
活動等

現在のチーム活動

① チーム あいま

② チーム 風は南から

③ チーム いろとりどり（新規）
○ よろっで農園や子ども食堂とコラボし

た障害者・子どもたちとの多世代交流

④ チーム プロジェクトX

⑤ チーム なんでもやってみよう会

※ 活動休止

⑥ チーム KINKOU少年団

ま ち づ く り



その他の活動…

○「認知症フレンドリー事業所」の登録要件の検討

次の a ～ c の全てを満たすこと

a  事業所の代表者を含め、全従業員の２０％以上が、錦江町が開催する

「認知症フレンドリーパートナー養成講座」を受講している事業所

b  高齢者等の行方不明者が発生した際に、

情報提供等早期発見への協力を行う事業所

c  認知症になっても生活しやすいまちづくり

に向けた取組を継続して実施する事業所

○ 図書室への「認知症との出会いコーナー」の設置

○ トランクライブラリーの製作

ま ち づ く り



ご清聴ありがとうございました。


